
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜全国調査から見えた課題＞ 
箱ひげ図で表現された複数のデータを比較する際に、四分位範囲
や箱の位置に着目して判断する力が十分に育成できていない。 
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している見方・
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本単元で獲得した見方・考え方を
働かせて箱ひげ図を用いてデータ
を比較し、表現する活動の充実 
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本時の目標  箱ひげ図を用いて、複数の集団のデータの分布の傾向を比較し、考察し判断した理由を説明することができる 
評価規準    四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判的に考察し判断することができる 

個別最適・協働的な学びを実現するためには、指導者の適切な
指導や関わりがより重要になります。今回、森原教諭は、各生徒
が自らの見方・考え方を働かせ個別に表現したものを、一人一台
端末を活用して生徒同士が自由に他者参照できる環境をつくるこ
とで、協働的に表現の質を高めることに挑戦しました。 

その際、生徒の一人一人の考えを指導者が適切に見取り、手立
てを講じることが大切になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
例えば、生徒の考えが大きく次の①～③の３パターンに分かれ

ると予想した場合は、次のような手立てを講じることを想定する
ことが考えられます。 

 
①箱ひげ図の見方が間違っているもの 
②目的（事象）に合わない根拠を示しているもの 
③根拠として不十分なもの 

①と②については、生徒同士でクラウド環境を活用した協働的
な学びの中で解決させるように働きかけるようにする。③につ
いては、指導者が介入し、場合によっては指導者が用意してい
る反例などを提示するよう準備しておく など 
 

 学習者主体の学びを進めて行く中で、一人一台端末を活用した
クラウド環境の中で解決できそうなことと、指導者が介入すべき
ことを整理した上で、実際の授業中に指導者が生徒たちにどのよ
うに関わるのかを明らかにしておくことが大切です。 

教科書の１つの
教材を通して、
見方・考え方を
鍛える単元計画
を提案します！ 

 

表現（説明）させる活動で大切にしたいこと 

本時 

生徒に説明させる場面では、どのような説
明を書けることを求めるのか明らかにするこ
とが大切です。指導者自身も生徒に書いてほ
しい説明を書いてみるといいでしょう。 

また、「説明が不十分な生徒」への支援とし
ては、まず生徒の働かせた見方・考え方を見取
り、何が不十分であるのかを整理し、手立てを
講じる必要があります。 

 

見方・考え方を
鍛える 

生徒の思考を焦点化させる問い！ 
本時でいうと、「花見期間にスナック菓子の仕入れ

を増やすか？」と「スナック菓子は花見期間に販売
数が多くなる傾向にあるか？」の２つの問いがあり
ました。両方、同じような「問い」に見えますが、
右の図にあるように前者の「問い」は、箱ひげ図だ
けで判断できない可能性があります。本時では、目
標である「箱ひげ図を用いて･･･判断した理由を説明
する」ことに向かえるように、後者の「問い」に焦
点化しています。そうすることで、箱ひげ図で判断
できるデータの傾向を読み取るための生徒の見方・
考え方を、適切に引き出すことにつなげました。本
時の目標は何か？本時で引き出したい見方・考え方
は何か？を明確にして、「問い」を設定することが大
切です。 

「数学的活動」と「見方・考え方を働か
せている姿」を明らかにする 
→それに応じて、単位時間の内容や単

位時間ごとのつながりを工夫！！ 
 

生徒自身が問題発見して進めていく展開がつくれるようにしたいです。その際、
生徒が問題解決したいという気持ちを抑制してしまうような展開にならないよう
にしましょう。また、１つの題材で単元を構成する場合は、生徒の興味関心は継続で
きる展開になっているのか、他の事象での問題解決にも適応できる力をつけるこ
とができるのかを、意識して単元をつくることが大切です。 

箱ひげ図の単元を構成する上で、考えるべきこと 

＊単元の導入で、箱ひげ図をどのように出会わせるか 

  複数のデータの分布を比較できるよさを実感できるように 

＊四分位数、四分位範囲の定義等をどこで指導するか 

＊一人一台端末をどの場面でどのように活用するか 

＊箱ひげ図だけでは分布の傾向を細かくみることができ

ないことなどを、どの場面で指導するか  

ヒストグラムやドットプロットとの関連等 

＊批判的に考察し説明する活動をどう位置付けるか 

＊ＰＰＤＡＣサイクルを意識した展開で構成されているか 

生徒が働かせる見方・考え方を明らかにし、 

指導者の関わり方を想定する！ 
焦点化 

参加者の 

生徒が主語となり学び進める授業となれば、おのずと複線型授業となり、主体的・
対話的で深い学びの授業が実現されていく 

ＩＣＴを効果的に使うことで、生徒の記述が変容していた 

生徒の問いを大切にすることと、授業の中で生徒の考えを整理しながら授業を進
めていくことが大切である 

数
学
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当 

令和の授業づくり講座（数学科） 
大方中学校 

両方とも、箱ひげ図に関する知識は
活用できていると評価できる！ 

反例を示すなどして、気付きを促す手
立てを講じる！ 
※生徒同士で協働的に評価・改善する

ことも併せて行う！ 

最後の時間に計画している内容は本当
に必要か、他の教材を扱う必要はない
かについて検討した方がよい 

本時では、自ら用いている根拠や表現は
適切であるかを、批判的に考察すること
に焦点化したほうがよい 

各時間で生徒がもつと考えられる
具体的な問いや、各時間をつなぐ
問いを明確にする必要がある 

協議で出さ
れた 
 

 

①生徒自身が統計的な問題解決の過程を回していけ
るようになる単元構想 

②批判的に考察して判断し、判断した理由を数学的
な表現を用いて説明できるようになる本時の展開 


